
 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

昨年は、3.11 の未曽有の東日本大震災を契機とし、日本の価値観の大転換期となりました。奇しくも、この

日は(財）下関 21 世紀協会の設立 25 周年記念セレモニーの開催日となり、私共の地域づくり活動も一時的に思

考停止の状態となりましたが、被害のなかった西日本から元気を発信して行くこと、これまで通りの活動を継

続していくことが今最も大事なことと気持ちを入れ替え、懸案の事項を進めることとしました。一昨年より取

組んでいる中心市街地活性化基本計画にある「あるかぽーとの賑わい事業」です。 

あるかぽーとは 1996 年に完成し 15 年以上経過しますが、これまで 2 度大型複合商業施設の建設計画がいず

れも頓挫しました。この間経済状況も大きく変化し結果的には商業施設が出来ていたら完全にオーバーストア

（既に現在もですが） となり、新たな問題も発生していたでしょう。 

しかしながら、中活基本計画にもある衰退する中心市街地のど真ん中にあるこの広大な土地をそのままにし

ておく訳にはいきませんので、最終的な計画立案は時間をかけ検討することとし、繋ぎで短期の賑わい事業を

行い長期計画に反映させようと、その短期賑わい事業を市

や他の団体と企画し事業の展開を行っています。その第一

弾が、昨年 6 月スタートしました海峡軽トラ市場です。

毎月第 3 日曜日開催しお陰様で毎回の出店２～３０店舗、

来場者 2～3 千人と盛況に推移しております。NPO 法人

環境みらい下関、しものせき竹取物語も毎回出店して戴い

ております。 

さらに、１２月よりあるかぽーと西側(ココス横)にモンゴルのゲルが３棟立っているのをご覧になりましたか。

建築中より何が出来るのだろうと通行人や車で走る人もわざわざ車を止め写真を撮っていく人が沢山ありまし

た。1 号館はアジア館としてモンゴルや韓国のお土産品、2 号館は情報センターとしてモンゴルの生活様式や下

関の観光情報等、３号館は下関ブランドを中心とした下関の逸品の販売を行っています。 

この事業は、軽トラ市場は月一のイベントですが、常設の賑わい創出施設として、寒い冬に経費も切り詰め

何が出来るかという中で、建物も珍しく人が集められるものとして企画しました。来館者はやはり天候に左右

されますが、メディアにも多く取り上げられ、市外や県外の人もたくさん来られ、あるかぽーとの PR にはか

なり貢献しているものと自負しております。皆様のお越しをお待ちいたしております。 

                           NPO 法人環境みらい下関 理事 大 迫 芳 彦 
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あるかぽーとの新名所 



毎月第 3金曜日は 

下関ノーマイカーデー 

【滝部駅の利用促進にご協力下さい】 

CO₂を削減して、地球を救おう！ 

公共交通機関、自転車、徒歩、相乗りで通勤しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄贈品の受領についてのお願い 

寄贈受領品目 

食器・陶磁器、衣料品、書籍 

現在、上記 3品目をリユース品として寄贈いただき、それを望まれる方々に安価に提供し、限りある資源の

節約に努めておりますが、最近リユースできない汚れもの等が多く見受けられるようになりました。 

 つきましては、大変恐縮ですがお持ち込みの品物を確認させていただき、リユースできない品物があった場

合には、お受け取りできかねますので、予めご了承ください。 

皆様の、ご理解ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

※しばらくの間、廃油の引き取りは中止します※ 

滝部駅利用してね～！ 



                                                                                                                        

曜日 日時 
講 座 名 

講 師 名 
講 座 内 容 

火 

7 日 

10～15 時 

組みひも 

津森 美智子 

古布及び毛糸などを利用して、帯締めや各種ヒモ類を作ります。 

持参する物：参加料 400 円・弁当・裂き布・毛糸など 

定 員：4 名 

14 日・28 日 

10～12 時 

着付け 

津森 美智子 

持参する物：参加料 400 円・着物・帯・その他小物 

定 員：10 名（2 日間参加できる方限定） 

14 日・28 日 

13～15 時 

和服のリサイクル 

芳川 妙子 

布のリフォーム・着物や帯で袋物やベストを作ります。 

持参する物：参加料 400 円・ゆかた・着物・帯・裁縫道具 

定 員：10 名（2 日間参加できる方限定） 

14 日 

10～12 時 

廃食油で石けん作り 

福井 和恵 

持参する物：参加料 150 円・牛乳パック・エプロン 

       ゴーグル・手袋・マスク・コーヒー等の空瓶 

定 員：20 名 

水 

1 日・15 日 

10～12 時 

布あそび 

 森田 芙路恵 

持参する物：参加料 400 円・不用の布・裁縫道具 

定 員：15 名 

15 日 

13～16 時 

古布でぞうり作り 

 佐藤 緑 

持参する物：参加料 400 円・30 ㎝ものさし・はさみ 

       洗濯バサミ 2 個 

綿で縦布(幅 10 ㎝、長さ 60 ㎝)４０本 (幅 9 ㎝、長さ 75 ㎝)１本 

      (幅 2 ㎝、長さ 35 ㎝)４本  (幅 6 ㎝、長さ 45 ㎝)１本 

定 員：10 名 2 月 17 日と 2 日間できる方限定。 

木 

2 日・16 日 

10～14 時 

古布で小物 

 永岡 ハツエ 

古布で｢季節の小物｣を作ります。 
持参する物：参加料４００円・裁縫道具・手芸用ボンド・軽食 
定 員：１０名 （２日間参加できる方限定） 

9 日・23 日 

10～12 時 

パッチワーク 

 小笠原 典子 

ミニタペストリー・バッグ・小物などを作ります。 

持参する物：参加料 400 円・裁縫道具・材料のハギレ 

定 員：10 名 

9 日・23 日 

13～15 時 

毛糸で小物 

 内田 チズ子 

最初はあまり毛糸でタワシを作ります。 

持参する物：参加料 400 円・中細くらいの毛糸・カギ針 4～5 号 

定 員：10 名 

9 日・23 日 

13～16 時 

表具 

 森 宏司 

掛け軸や色紙掛けを作ります。 

持参する物：参加料 400 円(材料代別) 

定 員：5 名(2 日間参加できる方限定) 

金 

17 日 

13～16 時 

古布でぞうり作り 

 佐藤 緑 

15 日の続きから編みます。 

2 日間参加できる方限定。 

24 日 

10～14 時 

エコクッキング 

 家根内 清美 

場 所 山口合同ガス㈱体験ハウスひまわり館 

下関市本町三丁目１番 1 号 

持参する物：参加料 600 円・エプロン・三角巾・筆記用具 

定 員：20 名 申込期限 2 月 17 日(金)まで 

10 日・24 日 

10～12 時 

裂き織り 

 小笠原 典子 

木綿や絹の古着を裂いて、バッグ・インテリアグッズを作ります。 

持参する物：参加料 600 円・木綿や絹の古着・ハサミ 

定 員：8 名 

10 日 

10～15 時 

染色教室（草木染め） 

 新田 悦子 

大判ウールショールの「あかね染め」をします。 

持参する物：参加料 2,500 円、エプロン、弁当、ゴム手袋 

土 
4 日・18 日 

10～12 時 

布のリフォーム 

 高田 和代 

古い着物も蘇らせ、自分でリフォームした自分だけの一着。 

持参する物：参加料 400 円・裁縫道具・解いた服や着物 

定 員 10 名： 

日 

12 日・26 日 

10～12 時 

ガラス工芸 

 木下 照親 

グラスに砂を吹き付け削り、オリジナル作品を作ります。 

持参する物：参加料：1 日 400 円・ガラス製のコップ・鉛筆 

定員：10 名 

5 日・19 日 

10～12 時 

生ごみ堆肥&ベランダ

菜園 

 和田 猛則 

生ごみ堆肥作りとベランダ菜園実習。 

持参する物：参加料無料 

定 員：10 名 

教室の申込み方法 

2月 1日午前 10時～電話受付を開始します 

＜申込みが少数の場合及び、講師の都合等により中止や延期になる場合がありますので、ご了承ください＞ 



しものせき環境みらい館ご利用案内 

● 開館時間  １０:００～１７:００まで 
● 休 館 日  月曜日（祝日の場合は開館し翌日休館） 
サンデンバス停「垢田」「稗田中央」より徒歩 約５分 

   電 話（083）252‐7220    FAX (083) 252‐7222 
http://www.kankyo-mirai.jp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ 

平成 23 年度第 4 回理事会の開催結果について 

昨年末 12 月 16 日（金）今年度第 4 回理事会を開催し、下記の議題を審議いたしました。 

記 

（１）平成 23 年度第 9 回「下関エコフェスタ 2011」等事業報告 

（２）平成 23 年度収支予算決算見込み 

（３）その他 

  ① 第 2 回環境みらい大賞について(報告)  ② 新シンボルマークの等の募集について 

  ③ 今年度研修視察について  

④ 企画展示について・世界の環境広告美術展（展示：処理棟の見学通路） 

            ・ＭＯＴＴＡＩ－ＡＩ通信（広報誌折り込み：隔月） 

  ⑤ その他 

審議結果 

（１）（２）（３）の ① 了承される。 

（２）の ② 現状の応募件数を報告 了承される。 

（３）の ③ 

九州大学伊都キャンパスの九州大学水素エネルギー国際研究センターでの研修後、キャナルシティ博多の

商業施設を見学する行程で 1 月 23 日（月）に決定。 

（３）の ④  

   世界の環境広告美術展・・・パネルについては、3 月～4 月の間隔で展示替えを行う。了承される。 

         ＭＯＴＴＡＩ－ＡＩ通信・・提案として、マンガで環境問題に入るのは良い。文字を大きく、ルビを振り、            

り、               コマも４コマくらいが見やすいという意見が出された。意見を含め了承される。 

（３）の ⑤ その他（理事長からの提案） 

   平成 24 年度に 10 年目を迎える 10 周年記念事業として 

・10 年間の歩み（仮題）の冊子刊行 

「創立から現在までの活動の経緯、記録を収集、編さんし、今後とも活き活きと活動で伝えていく必

要があり、当 NPO 法人の活性化を図るため」 

・記念事業のシンポジウムの開催                  以上了承された。 

 

図書室のご案内 

環境みらい下関は、図書室が併設され、特に環境に関する専門書を集積した図書室を目指しています。また、地

域の人々の交流ゾーンとして大いに役立てて下さい。 

■利用時間・・・午前 10 時～午後 5時まで 

■貸出方法・・・1階の受付で手続きをして下さい。図書は 1人 10 冊まで、期間は 2週間です。 

http://www.kankyo-mirai.jp/

